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論文の目的
高橋（2011）では，can / couldのモダリティと日本語の対照研究において次の５
つの考慮すべき点を挙げた．
① 日本語の原文で，能力・可能表現がcan / couldに訳し出されている場合．
② 日本語の原文で「できる」などの可能表現が用いられているにも関わらず，英
訳ではその意味が訳出されていない場合．
③ can / couldがsee, hearなどの知覚動詞やunderstandなど認識動詞と用いられて
いる場合．　今回，調査した資料では，知覚動詞がcan / couldを伴う場合と伴
わない場合があり，伴う場合にはcan / couldがどのような意味・機能を担って
いるのかを考察する必要がある．
④ 日本語の原文に能力や可能を表す表現がないのに，英訳ではcan / couldが用い
られている場合．
⑤ 可能性・推量を表すcan / couldに訳されている場合に，それが原文ではどのよ
うな日本語表現に対応しているか．
①と②については，高橋（2011）で検討し，高橋（2012）では③を取り上げた．　
この小論では，その中の４つめのテーマである「日本語の原文に能力や可能を表す
表現がないのに，英訳ではcan / couldが用いられている場合」を取り上げる．
この調査で用いたのは川端康成著『雪国』と『伊豆の踊子』（角川文庫）とEdward G. 
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Seidenstickerによる翻訳　Snow Country（SCと略す）とThe Izu Dancer（IZD
と略す）である．　これらの翻訳書でcan/couldが用いられている箇所とその日本語
や場面を比較し，原文に「可能」や「能力」の意味が現われていないのに，英訳で
can / couldが現われている場合を検討する．　原文に現れていないのになぜ翻訳で
は訳出されるのか．モダリティの日英語の違いに多くの示唆を与えてくれる．
1．法性の示し方の違い
（1） 「…しゃべりたい時は君としゃべるよ」　【雪国 21】
 “…When I want someone to talk to, I can talk to you.”　【SC 21】
原文では可能の意味がない
（2） それに彼は夏の避暑地を選び迷っている時だったので，この温泉村へ家
族づれで来ようかと思った．【雪国 22】
Then too, he had been trying to decide where he would go to escape the 
summer heat, and it occurred to him that he could bring his family to this 
mountain hot spring.　【SC 23】
原文では可能の意味がない．　英訳では動作主を主語にしてその主語ができる
ことを述べている．
（3） 「初めは心細くて、こんなところに住むのかと思ったわ」　【雪国 91】
“At first I wondered how I could live in such a place—.”　【SC 104】
原文では可能性や能力の意味が現われていない．
（4） 私は眼を閉じて耳を澄ましながら，太鼓がどこをどう歩いてここへ来るの
かを知ろうとした．【伊豆 14】
I closed my eyes and tried to concentrate on the drum, on where it might 
be, whether it could be coming this way.　【IZU 14】
原文では「ここへ来るのか」であり，可能性を表す表現はない．
1.2　分析
（1） - （4）では，日本語の原文では，英訳で示されているcouldの意味が現われて
いない．　（1） - （4）の英訳のcan / couldは，動作主の能力ではなく，推量・可能性
を表わしている．　（1）は，「～したいとき」という想定されたときのことを述べ，
（2） - （4）は心の中で思ったことであり，どれも現実を描写したものではない．　心
の中で考えたことの可能性を表現した箇所である．　可能性であることを示すために
英語ではcan / couldが現われる．
しかし，日本語では，「～したいとき」「思う」「知ろうとする」という言葉があるこ
とから想念であることが分かるのみで，可能な出来事の内容を述べる際に，それが
可能性であることを，言語手段を用いて直接的に示していない．
英訳のcouldの文を逆に日本語に訳すと不自然な日本語になることが多い．　たと
えば，（4）では，「太鼓がここへ来る可能性があるのかを知ろうとした」「太鼓がここ
へくるのだろうか知ろうとした」という日本語は不自然である．　この違いは法性の
示し方に日英語で違いがあるためだと思われる．
法性の示し方の違いを，次の（5）で考えてみよう．　原文では，いつでも大雪に
なる可能性を述べている．　「分りません」の主語は話し手であるので，話者の推量
である．　この意味は法的な意味をもつcouldで十分に表わすことでできる．　その
ために，英訳では「分りません」の部分が訳されていない．
（5） 「もういつ大雪になるか分かりません」　【雪国 14】
“We could have a heavy snow almost any time now, though.”【SC 13】
英語の文は，通常，次のように　「モダリティ表現」と「命題」に分けることがで
きる.
文：　モダリティ表現　＋　命題
（5）の英訳は次のように分析できる．
could  +  [we have a heavy snow any time now]
モダリティ表現の部分に日本語では，「分る」という認識の様態を示す動詞が用いら
れているのに対して，英訳ではcouldの１語を用いている．　英訳では（3）の例のよ
うに，可能性を意味するモダリティ表現では，その可能性をだれがどのように認識
－ 20－ － 21－
したり，可能性についてどのような信念を持っているかを示す動詞を伴うことがで
きる．
主語　＋　認識・信念の様態を表す動詞　＋　[モダリティ表現＋[命題]]
例えば，次のaでは，補文の内容の可能性ついて，theyの信念が述べられており，
bでは，sheの疑念が明示されている．
a. They believe it could enable rice cultivation to continue in areas where it 
might otherwise cease because there are too few people to bring in the crop.　
(WB)
b. She doubted that the accident could have been avoided.  (COB: doubt)
したがって，（3）の英訳は次のように分析できる．
I wondered how + [could + [I live in such a place]]
これと同じように（5）の日本語の原文を分析すると次のようになる．
[認識様態：もういつ…か分かりません]  +   [モダリティ表現：ø ]   +   [命題：大
雪になる] ( øは表現が存在しないことを表し，ゼロ形式をよぶ)
日本語では，認識・信念の様態を示す動詞があれば十分で，モダリティ表現はゼ
ロ形式である．　英語では，主語が一人称の場合，モダリティ表現である法助動詞
があれば認識・信念の様態を示す動詞がなくてもよいことが分かる．　これは，法助
動詞が話者の心的態度を表す機能を果たしているので，　“I thought” や “I wonder”
と法助動詞は意味的に重複しているからである．　日本語の「分る」「思う」などは主
語が話者であることを示唆する主観述語である．　このように，英語のcouldと日本
語の「分かる（分かりません）」「思う」はどちらも話し手の心的態度を表すという共
通した機能を果たしている．　このために（5）の原文の「もういつ…か分かりません」
が法助動詞couldとほぼ同じ意味を伝えることができるのである．日本語では想念
の中の可能性は，言語表現で表す必要がないのに対して，英語では，couldで示す
必要がある．
次のc-dでは, I thoughtがなくてもほぼ同じ意味を表すことが可能となるが，eで
は，many thoughtがないと，話者の心的態度を表すことになる．　c-dのI thoughtは，
hedges（緩衝表現）であろう．
c. “I thought,” said Booter, “maybe we could do something next weekend.　
(WB)
d. “I let her go home. I thought she could use an afternoon off.” (WB)
e. In his prime, many thought Irvin could throw like Willie Mays, Joe DiMaggio, 
and Carl Furillo. (WB)
2．「ある」・「なる」言語の特徴とcan / couldの対応
日本語は，「コト / モノの存在」に焦点を当てて「ある」と静的に表現する傾向の
強い言語である．このような特徴をもつ言語を「ある」言語と呼んでおく（吉川
1995: 203）．　また，池上（1981）は日英語の違いは「なる」言語と「する」言語の違
いであると述べている．　「する」言語である英語では，原因や動作主を主語に取り
立てて，「ある原因や動作主がそれを引き起こした」という表現をする傾向がある．　
それに対して，「なる」言語の特徴をもつ日本語では，変化の主体を主語に取り立て
て「～がどうなった」と表現し，原因や動作主はあまり表に出さない．　このような
日本語の特徴はcan / couldの出現にどのように関わっているのであろうか．
2.1　「ある」言語の特徴とcan / couldの対応
次の（6） - （8）では，日本語の原文の表現では「ある」「ない」という有無の存在表
現を用いており，可能や能力を示す表現がない．　しかし英訳では，can / couldが
用いられている．
（6） 「一生のうちに，外の病人を世話することも，外の人の墓を参ることも，
もうないと思っているのか」　【雪国 123】
“And for the rest of your life you can never nurse anyone else, or visit 
anyone else’s grave?”　【SC 138】
原文では，事態を「こと」を用いて名詞化し，名詞化された事態が「もうない」
という有無の存在表現が用いられている．　英文では動作主を主語にして，動
作主ができないことを述べている．
－ 22－ － 23－
（7） 「なあに，それに歩いたってどうせお客がないのです」　【伊豆 18】
“We couldn’t find any customers if we tried.”　【IZU 16】
原文は客がいないという有無の存在表現であるが，英訳は動作主が「見つける
ことができないだろう」という不可能性を述べている．
（8） 「なんの因縁があって、あんた墓を見物するのよ」　【雪国 103】
“What possible reason could you have for going to the cemetery?”
【SC 117】
日本語では因縁のあるなしという存在の表現を用いている．　英訳では聞き手
のもつ理由を尋ねている．　日本語は「ある」表現で，可能性を表す法性が見ら
れないが，英訳では法助動詞couldと動詞haveが用いられて「持ちうるのか」
という可能性の法性を示している．
日本語では，事物の存在の有無・多少や事物の所在に視座のある表現をとる．　
それに対して，英語では人と事物とが関わる行為の過程に視座を当てた表現をとる
傾向が強い（吉川（1995） : 202）．　事物を表現する場合でも，英語では事物の存在
の原因や主体（主に人間）と, その「過程」に視座があるのに対して，日本語では事
物の存在の有無・多少という認識の「結果」に視座をおく．
A. 有  J: なんにでもいい点はあるものだ．
   E: We find good in everything.
B. 無   J: 彼は常識が無い．
   E: He lacks common sense.
C. 多   J: あなたはうっかりミスが多すぎる．
   E: You make too many careless mistakes. （吉川（1995） : 202）
生態心理学の観点から言えば，日本語では，ecological selfの知覚者が「コト・モ
ノの存在」を見たままに「ある」と静的に表現する（本多（2005） : 154）． それに対
して，英語では「存在物を認知・所有する人の行為」に視座を置いて「する」という
動的な言い方をする傾向が強い．
このような日本語の存在表現の捉え方は，事態（状態や出来事）の捉え方にも適
応されて，形式名詞「こと」を用いて事態を名詞化してその事態の有無を表現する．　
（6）の日本語では，ある事態がもうないと聞き手が思っているのかと述べている．　
英訳では，ある事態の中にいる動作主を主語にして，動作主の行動の可能性がない
ことを述べている．　（7）では，「ない」を用いて探求物（＝客）が存在しないことを
述べている．　日本語で「（求めている物）は～に（いる）ある」という場合，特定の
ヒト・モノの存在が前提としてあって，その＜所在＞を期待されている情報」として
その「存在について」述べる存在判断文となる．　それに対応する英語では探索者が
見える位置に視点を移して，探索者の活動を述べるのが英語表現であり（本多
（2005） : 157），「（探求物を）手に入れる・見つける」に相当するget, come by, find
などの他動詞表現が用いられる．　何かを発見したり，知覚したりすることによって
その存在を示す（吉川（1995） : 205）．
エコロジカル・セルフの観点からいえば，探索者の探索活動の結果，探求物が存
在している場所を述べる表現になるのが日本語であるのに対して，このような日本
語の「ある」「ない」という存在表現が，英語では，行為者や探索者の行動能力や可
能性の可否の表現に変わる．　このような場合に，原文に可能性や能力の意味が現
われていないのに，英訳ではcan / couldが現われるのである．
2.2　「なる」表現で現われるcould
（9） 「しようとおもえば、四年の年期が二年になるんだけれど、無理をしない
の」　【雪国 94】
 “… If I tired, I could cut my four years down to two, but I don’t strain 
myself.”  【SC 107】
（10） 「女一人くらいどうにでもなりますわ」　【雪国 122】
 “A woman by herself can always get by.”　【SC 136】
日本語は，動作主の意図的動作であってもそれを明確に述べずに自然にそうなっ
－ 24－ － 25－
たと表現することを好む「なる」言語である．　それに対して，英語では，動作主の
能動的な行為として表現する．　（9）の「年期が２年になる」という日本語の表現は，
英訳では，その気になれば，年期を４年から２年に減らすことができるだろうとい
う動作主（I）の能動的・意図的行為の可能性を述べる表現になり，仮定法couldが
用いられる．　（10）の「どうにでもなる」でも，実際には「なんとかできる」という
ことで，努力をする能動的行為が実際には行われるが，日本語では，その能動性を
示さないで自然にそうなるという表現になる．　このように，「なる」言語から「する」
言語への変換において，動作主の能力や行為の可能性が表面化する際に can / could 
が現れる．
次の例では，「なる」という言葉は用いられていないが，日本語では，自然とそう
なるという状態変化の表現である．　しかし，英訳はその状態の中にいる動作主の
能動的行為に書き換えられ，can /could はその行為の（不）可能性を表す．
（11） このまま静けさのなかにいては，もう二人の顔が所在なげに白けて来るば
かりだった．【雪国 30】
 Alone in the quiet, they could think of little to say.　【SC 33】
「顔が白けてくる」をどう解釈するという問題があるが，翻訳者は「話すことを
ほとんど思いつくことができない」という意味に訳している．原文の「顔が白け
て来る」は，変化のプロセスを述べている．　英訳では，theyを主語にして「言
うべきことがほとんど思いつくことができない」ということで主語の思考活動を
述べている．　couldが出現しているのは，状態変化の表現から思考活動の能力
の表現への変換が行われていることによる．
（12） 「そりゃ、のみこめない気はしたさ．…」　【雪国 60】
 “I couldn’t quite believe all of it, as a matter of fact.”  【SC 67】
「気はする」は「ある心の状態になった」ことを意味する．　例えば，「ちょっと
恥ずかしい」だけだと現在の心の状態を指すが，「ちょっと恥ずかしい気はする」
では，心の状態が変化したことを示唆する．　したがって，（12）でも，日本語
は状態変化を示しているが，英訳では，主語（＝「私」）が不可能であること（＝
信じることができないこと）を述べている
（13） 「あんたみたいに贅沢な気持ちで生きている人とは違うわ」
 「誰が贅沢な気持ちで生きているもんか」　【雪国 103】
 “I’m not like people who can do exactly as they want and think of no 
one else.”
 “And who can do that?”　【SC 117】
原文の日本語では，動作主（you）の意図的行為ではなく，自然とそう生きてい
ることを示すような言い方で，これは「なる」言語の特徴である．　英語では，
主語の能動的動作として翻訳されているためにcanが用いられている．　自然と
そうなっているという日本語の「なる」言語の特徴が英語では，動作主の可能
性の表現に変えられている．
（14） 無理をすれば，ずいぶん線香が出るだろうな．　【雪国 94】
 Think of all the money I could make if I really tried.　【SC 107】
日本語が自然と線香が出るというように非意図的行為であるかのように述べら
れているのに対して，英訳では主語の積極的努力によって可能になると言い換
えているのでcouldが現れている．
つぎのような「なる」の否定から生まれた「ならない」という表現でも英語では
could notに翻訳されて、動作主が回避できないという「する」言語の表現となる．
（15） …実は彼女のうしろの窓の新緑の山々が目についてならなかった．
 【雪国 26】
 …but he could not keep himself from looking less at her than at the new 
green on the mountains behind her.　【SC 28】
－ 26－ － 27－
2.3　「言う」の言語化の違い
（16） 島村は返す言葉がなかった．　【雪国 61】
 Shimamura could think of no answer.　【SC 68】
原文では能力の意味を表す表現がなく，「言葉がなかった」と有無の表現が用いら
れている．英訳は島村の思考を描写して「返答を考えつくことができなかった」と訳
されている． この違いは2.1で述べた日本語の存在表現が，英語では，事物の存在（こ
こでは「言葉」という抽象物）に人間がいかに主体的に関わっているかを表現する場
合との違いである．
しかし，（16）については，１つのプロセスのどの部分を言語化するのかという点
で日英語の違いがある．　発話をする場合，言うべきことを考え，次にその考えた内
容を口に出すかどうかという過程を経るが，英語では，最初の段階の「考える」とこ
ろに視点を置いて表現するのに対して，日本語では，「言う」段階あるいは「言った」
結果として生じた「言葉」を言語化する傾向がある．　言った結果としての言葉を言
語化すると「言葉がない」という有無の表現になる．　そのプロセスと日英語の言語
化の焦点の違いを示すと次のようになる．
次の例でも，日本語と英語の表現に　「思いつく」段階と「言う」段階のズレが見ら
れる．
（17） 島村はなんとも言えなかったが、…　【雪国 66】
 …Shimamura could think of nothing to say.　 【SC 74】
原文は「言えなかった」となっているが，英訳は，「思いつく」と「言うべきこと」
の２つの段階を示しているが，「思いつく」の方に焦点をあてた表現になっている．
（18） 坂を走った息切れと驚きとで，「ありがとう」という言葉が咽にひっかかっ
てでなかったのだ．【伊豆 ６】
 Surprised and out of breath, I could think of nothing more appropriate to 
say.　【IZU 9】
原文は「咽にひっかかってでない」ということで言葉に出なかった段階を言語化
しているが，英訳では「思いつかない」ことに焦点を当てた表現である．原文では，
言うことができた結果は「ありがとう」という言葉になるのであるが，その言葉を焦
点化して表現されている．
このようなズレの背後には，日英文化の自己主張に対する考え方の違いが現れて
いるように思われる．　自分の考えがあれば，それを表明するのが当然と考えて自己
主張・自己表現を奨励するのが英語文化である．このような文化では思考内容と口
頭での表明が直接に結びつく傾向が強い．調和を尊ぶ日本では，自分の考えを述べ
ると相手の意見と対立を生むかも知れないので，考えた内容よりもそれを口頭で表
明するかどうかというところに注意を向ける．　日本人が積極的に意見を言わないの
で，何も考えていないと誤解されるという話はよく聞かれるが，このような日米文
化の違いが英訳のズレに現れていると考えられる．
3．モダリティの解釈の違い
モダリティの解釈の違いとは，英訳では，can / couldが用いられて「能力」「可能」
を表すのに，日本語の原文では，表面上，そのようなモダリティではなく，「意図」
などの別のモダリティが示されている場合のことである．
3.1　日本語の意志表現
（19） 「だって、私は一人の人しか看病しないんです」　【雪国 123】
 “But there has only been one man I could possibly nurse.”　【SC 137】
原文の「んです」は「のだ」の丁寧体である．　「のだ」は，話し手が認識していた
ことを聞き手に提示して認識させようとするときに用いられる．　「んです」の前の
「看病しない」は「する」の否定形で話し手の意志的行為を聞き手に伝える．　そうす
考える　→　考えた内容　→　口に出して言う　→　言葉＝言った内容
 英語 日本語
－ 28－ － 29－
ると，ここの原文の意味は，一人の人しか看病しないという意志を聞き手に認識す
るように提示していることになる．　英訳ではこの箇所を “I could possibly nurse” 
「何とか看病できるであろう」と訳しており，推量あるいは可能性の意味であり，モ
ダリティの意味にずれがある．　この文の後にはつぎのように続く．
（20） 「もう出来ませんの」　【雪国 123】
 “I could never again.”　【SC 138】
日本語では「もう（看病が）出来ない」という意志の聞き手への提示であるが，英
訳では，　過去形“could”が用いられて，「意志」ではなく，弱い可能性あるいは能
力の意味に翻訳されている． 
（21） 「あの子があんたの傍で可愛がられてると思って、私はこの山のなかで身
を持ち崩すの」　【雪国 128】
 “I would know she was being well taken care of, and I could go 
pleasantly to seed here in the mountains.”　【SC 142】
原文の文尾の「の」は「のだ」と同じ機能をもつ丁寧体である．　「身を持ち崩す」
という話し手の意志を聞き手に提示をする用法である．　しかし，英訳ではこれから
ありうる可能性を表すcouldが用いられており，モダリティのズレがある．
（22） 「どうしても今日お立ちになるなら，また下田でお目にかかりますわ．」　
【伊豆 19】
 “…If you really must go, perhaps you can meet us in Shimoda.”
【IZU 17】
終助詞「わ」は，その発話が話し手の個人的な感情や考えであることを表すとい
う伝達機能をもっている．　「お目にかかります」は「お目にかかる」の丁寧体で「会
う」の謙譲語であるが，主語が１人称で意志動詞の非過去であるので，その行為の
実行を聞き手に表明していることになる．つまり，「下田で会う」という話し手の意
志を個人的に表明していることになる．　しかし，英語では “perhaps you can…”と
なっており，聞き手の側の可能性の意味に翻訳されている．
3.2　程度や限界の表現他
（23） 子供なんだ．　私たちを見つけた喜びでまっ裸のまま日の光の中に飛び出
し，爪先まで背いっぱいに伸びあがるほどに子供なんだ．　【伊豆 16】
 She was a child, a mere child, a child who could run out naked into the 
sun and stand there on her tiptoes in her delight at seeing a friend.
 【IZU 16】
原文にはcouldの意味は現われていない．「～するほどに」に対応する箇所で
couldが用いられている．「ほどに」は程度を表す．　「～するほどの子供」は「～でき
る子供」という意味に変換されている．
（24） 「…別に誰のために芸者になったってわけじゃないけれど，するだけのこ
とはしなければいけないわ」　【雪国 60】
 “…But I owe a great deal to his mother, and I had to do what I could.”　
【SC 67】
原文の「するだけ」には可能の意味がない．　「する」も非過去なので，話者の意
志を表している．　つまり，意図したことはするという意味である．「だけ」は限界や
範囲を示すので，「しようという意図のあることまではする」という意味だが，英訳
では「できることをする」となっている．
（25） 「何を切るんだ」　（略）　「うちで元結を切ろうとしたんだけれど，手が言
うことをきかないのよ．　ここへ寄って切って貰おうと思って」　
 【雪国110】
 “What do you want me to cut?” 　（略）
 “I tried to do it myself, but my hands wouldn’t work. I thought maybe I 
could ask you.”　【SC 124】
「（～してくれ）と頼むことができるかもしれないと思って」というのが英訳の示し
ている意味であるが，原文は「～してもらおう」に対応している．
－ 30－ － 31－
3.3　分析
（19） - （22）, （24）は，日本語が話し手の意志・意図を表すときに，英訳では話し
手の能力や可能を表すcan / couldになる場合があることを示している．　あることを
する意志があるという表明は，前提として，あることができるという能力や可能性
がある．　つまり，英語では意志よりも可能性や能力の問題と捉える傾向があること
を示している．
（22）では，話し手の意図が，聞き手の側の可能性として表現されている．　聞き
手（you）の側に立った記述になるのは，「どうしても今日お立ちになるから」の部分
で，聞き手が主語となり，英訳も条件節で“if you really must go”と聞き手（you）
を主語にして焦点化していることから，主節も聞き手（you）に焦点を当てて，主語
にするという配慮がなされているためである．　このような複文における焦点（＝主
語）の統一化は英語らしい表現にするために必要である．
（23） - （24）では，日本語で程度や限界の意味があるときに英訳では可能の表現
になることがあることを示している．
（25）の「してもらおう」は，話し手の受益と意志を表し，依頼された行為が実際
に行われることを強く示唆する（『明鏡』：もらう）が，英訳では「切ることをあなた
に頼めるだろうと思って」という意味で「可能」の表現が含まれて，緩衝表現maybe
を付加して押しつけがましい言い方になるのを避けている．　英語では意志を表す
助動詞を用いると話し手の意志を相手に押し付けることになるので，丁寧さの観点
から不適切になると思われる．　この例では，モダリティの解釈の違いに「やりもら
い」の授受表現が絡んでいて，日本語の話し手の受益と意志の意味が，英語では丁
寧な可能表現に変更されている．
　
4．主観的判断文とcan / couldの対応
主観的判断文というのは，日本語でよく用いられる構文で，主語の置かれた状況に
対して話し手の主観的判断を形容詞文で表す文のことである．　しかし，英語ではこ
の主観的判断文は，その状況の中の動作主に焦点をあてた文になる傾向が強い．　こ
のような日英語の違いはモダリティ表現にどのような違いをもたらすのであろうか．
4.1　用例
（26） 「…きっといらっしゃると思って，十四日に帰って来たんだわ．もっとゆっ
くり看病して来ればよかった」　【雪国 83】
 “…I was sure you would be here on the fourteenth, and I came back 
especially. I could have stayed to take care of her longer if I had known.”　
【SC 95】
日本語では「～すればよかった」と「よい・わるい」の判断文になっている．　判
断をしているのは話し手（駒子）である． 英訳では，「よかった」という判断で
はなく，「もっと長く看病ができたろうに」と駒子自身が自分の動作について可
能であったことを仮定法で述べている．
（27） 「港へ帰ったんなら，そうと手紙をよこせばいいじゃないか」　【雪国 88】
 “But if you were down on the coast you could have written me a letter.” 
【SC 100】
原文は「～すればいいじゃないか」という話し手（島村）の主観的判断を述べて
いる．　英語では聞き手(you)がすることが可能であった行為を述べている．　
（22）の例と共に，このようなcouldでは，いらだちや怒りなどの感情が込めら
れている．
（28） 「それでいいのよ．　ほんとうに人を好きになれるのは，もう女だけなんで
すから」　と駒子は少し顔を赤らめてうつ向いた．　【雪国 115】
 “And I can’t complain.　After all, only women are able really to love.”
 She flushed a little and looked at the floor.  【SC 130】
「それでいいのよ」の「それ」とは，島村とのことで「駒子の悪い評判がたって
も他の土地へ行っても稼ぐことができる」ということを意味している．　原文は
その状況でよいという話し手（駒子）が主観的に判断をしているのに対して，
英訳では話し手（駒子）ができないことあるいはしてはいけないことを客観的
に表現している．
－ 32－ － 33－
（29） 「うちの人って，鉄道へ出ている弟一人ですから，私がきめちゃっていい
んです」　【雪国 121】
“The brother who works on the railroad is all the family I have.  I can 
decide for myself.”  【SC 136】
「ちゃっていいんです」は「してよい」という意味で，日本語は「～してよい」と
いう判断文である．　英訳はcanを用いて私ができることを述べている．
（30） 「なんだって．一人で連れて行って貰ったらいいじゃないか」　と栄吉が話
し込んだけれども，…【伊豆 34】
“I don’t see anything wrong.  Why can’t she go with him by herself?” 
Eikichi argued.　【IZU 27】
「～してもらったらいいじゃないか」という原文の表現に対して，英訳は「行く
ことができないのはなぜか」となっている．　日本語は，やりもらい表現を用い
て，利益の授受が伴う特定の事態について話し手の善し悪しの判断を表してい
るのに対して，英訳は，動作主が行動をすることが不可能な理由を客観的に表
現している．
4.2　分析
　日本語の主観的判断文は，主語の置かれた状況に対して，話し手が「良し悪し」
を主観的に判断する形容詞文である．　そのような主観的判断文は，英語では，話
者が文の主語についてある行為が可能か不可能かを示す表現になる．　つまり，日
本語では「SがAをすることはよい」という話者の主観的判断の表現になるのに対し
て，英訳では「SはAをすることができる」となり，話者がSの状況的（不）可能性
を述べる文に変換される．
5．隠れたモダリティ
5.1　原文で省略されている箇所に現れるcan / could
Hall（1976）は，言語がどのようにコンテクストを利用するかによって，低コンテ
クストの言語社会と高コンテクストの言語社会があることを指摘した．　英語は低コ
ンテクスト言語で，言葉を尽くして，あいまいさをなくし，明確な言葉によるコミュ
ニケーションを重視する．それに対して，高コンテクスト言語の日本語は，コンテ
クストを利用して，言語表現では余剰的な情報は省く．　コンテクストやディスコー
スの中で重要な情報だけを日本語は言語化する．さらに，日本語は「察する」ことを
重んじて，本当の真意そのものを明示的に言葉で伝えることを避ける傾向が強い．
このような特徴を持つ日本語を英語に翻訳する場合には，日本語で言葉に表され
ていない部分を補い，言外にある真意を明確にする必要がある．　この節では，英
訳で補われた部分でcan / couldが用いられている場合を検証する．
（31） 「 … 山から里へ出て来て，せっかく人なつっこいんだからね，君を口説か
ないんだ．だって，僕は旅行者じゃないか」　【雪国 21】
“ … I’ve had to come into the mountains to want to talk to people again, 
and I’ve left you alone so that I can talk to you.  And what about 
yourself?  You can’t be too careful with travelers.”　【SC 22】
日本語では，話者「僕」の視点から聞き手に自分は「旅行者」であることを強調し
て述べているだけで，「旅行者には注意すべきである」という助言は言葉では表現さ
れておらず含意されているだけである．　しかし，英訳では含意されている部分「旅
行者には十分に注意しなさい，注意しすぎることはない」という意味のことが明示
的に伝えられ，can’tが用いられている．
（32） 「でも，お前がこの土地にいる間は，誰とも結婚させない．　どんなことを
しても邪魔してやるって言ったわよ」
「浜松のように遠くにいてね．　君はそんなことを気にしてるの」
【雪国 57】
But he said that as long as I stayed here, he wouldn’t let me marry 
anyone else.  He said he would do everything possible to stand in the 
way.
“But what could he do from as far away as Hamamatsu?  You worried 
－ 34－ － 35－
about that?”　【SC 64】
couldが用いられている直前に，英訳では， “… he would do everything …”と訳
されており，意志を表すwouldを用いている．　英訳で補足された部分に，この表
現のwouldをcouldに変えて修辞疑問文にして，「何ができるだろうか，何もできな
い」という意味を英訳では補っている．　日本語の原文では，なにもできないという
ことを根拠づけることだけを述べており，その根拠に基づいて「なにもできないだ
ろう」という法性を含む部分を言外にとどめている．
（33） 「だって，ここにはお師匠さんがないんですもの．しかたがないわ」
 「うちにいるじゃないか」
 「中風ですわ」
 「中風だって，口で」　【雪国 62】
 “I have to.  There’s no one here who can teach me.”
 “What about the woman you live with?”
 “She’s paralyzed.”
 “If she can talk she ought to be able to help you.”　【SC 69】
「話すことができれば，君の役に立つことが出来るはずだ」という意味に訳されて
いる．　英訳で補足された部分にcanが用いられている． 原文では「口で」という手
段だけが述べられているが，主語や述部が略されている．
（34） 島村の前に手を突いて箱のなかを掻き廻して見せた．
 「あら，マッチがないわ．　自分が煙草を止めたから，いらないの」
 【雪国 130】
 She stirred up the contents to demonstrate that he could have his choice.
 “But I don’t have a match.  I don’t need matches now that I’ve stopped 
smoking.”　【SC 144】
the contentsとはたばこである．　駒子が客からもらったたばこを小箱に入れてい
たのを島村に見せて，島村の好きなたばこを選ばせるところである．　原文では，掻
き回して見せた理由が述べられていないが，英訳では明示している．　英訳で補わ
れている箇所でcouldが用いられている．
（35） まもなく，栄吉が私の宿にきた．
 「皆は？」
 「女どもはおふくろがやかましいので」　【伊豆 22】
 A short time later Eikichi appeared.
 “Where are the others?”
 “They couldn’t get away from mother.”　【IZU 19】
「おふくろから逃げることができなかった」いという意味に英訳されていて，主語
「皆（＝女ども）」ができないことを述べている．　原文は，「皆が来れない」理由，つ
まり，「おふくろがやかましいので」ということだけが言語化されている．　言いにく
いことを察してもらうために理由だけ述べているのである．　英訳では，「来ること
ができない」と明示的に言葉で表している．
（36） 「遊びにいらっしゃい」
 「ええ．　でも一人では．．．」
 「だからお兄さんと」　【伊豆 21】
 “Come on over to the inn,” I called as we passed.
 “I couldn’t very well by myself.”
 “Bring your brother.”  【IZU 19】
英文で補足された箇所で仮定法のcouldn’tが用いられて「ひとりではとても（行く
ことは）できないでしょう」という趣旨に訳されている．　原文は「でも一人では」　
となっており，相手にはっきりと「できない」ということを述べると失礼になるので
明言を避けていると考えられる．　英訳では “I couldn’t very well”となっており，
動詞は省かれているが，助動詞couldが現れている．　これは英語と日本語の言語構
造の違いが省略の仕方の違いとなっているためである．
－ 36－ － 37－
（37） 娘たちが送って出てきた．　踊子が下駄を直してくれた．【伊豆 26】
 The girls saw me to the door, and the little dancer turned my sandals so 
that I could step into them without twisting.　【IZU 22】
木賃宿から出るときに，下駄をなぜ直すのかその目的を英訳で補っており，補足
されている箇所にcouldが現われている．　翻訳者がこれを補足したのは背後には文
化の違いがある．　西洋では家やホテルの出入口では靴を脱ぐ習慣がないために，
脱いだ靴の方向を変える習慣もない．　文化的背景が異なるために補足されたと考
えられる．
（38） 「ああ水が飲みたい」
 「見て来ましょうね」　【伊豆 29】
 “I’m thirsty.”
 “Shall I see if I can find you some water?”　【IZU 24】
日本語では前の発言を受けて，なにを見てくるのかは省略されているが，英訳で
は，明確に「水を見つけることができるかどうか」を補足しており，その箇所にcan
が用いられている．
察することを重んじる日本語では，特に言いにくいこと，失礼にあたることは言
葉にしない．　しかし，英訳では，省かれた部分を述べる必要があり，その箇所で，
can / couldのモダリティが明示される．
（36）では，  couldの出現には，省略の仕方における言語の構造の違いが背景にあ
る． （37）では，サンダルを回転させる目的を補足したことには文化の違いが関係し
ている．　（38）は，コンテクストの中にある情報は，言語化しないという高コンテク
スト言語の特徴が背景にある．
　このような例から，日英語のモダリティ表現の比較では，言語化されない隠れ
たモダリティがあり，表面に現れた言語現象ではとらえきれない部分があることを
示唆している．
5.2　結果状態（日本語）と人の可能性表現（英語）
日本語では，状態の変化や結果状態を述べるのに対して，英語は状況にいる人の
能動的行為を述べる傾向がある．　ある結果状態を，英語ではその中の人間の行動
の可能性として捉えなおすことがある．
（39） 除雪人夫延人員五千名に加えて消防組青年団の延人員二千名の手配がも
う整っていた．【雪国 ８】
 Five thousand workers were ready to clear away the snow, and two 
thousand young men from the volunteer fire-departments could be 
mobilized if they were needed.　【SC ６】
原文の「整っていた」は結果状態を表している．　英訳では，受身形で動作主は暗
示されていて，被動作主ができる可能なことを述べている．　つまり，日本語の結果
状態の表現が英訳では，動作主による被動作主の可能な行為として述べられている．
（40） 天井がなく，街道に向かった窓際に座ると，屋根裏が頭につかえるのだっ
た．【伊豆 32】
 There was no ceiling, and the roof sloped down so sharply that at the 
window overlooking the street one could not sit comfortably upright. 
【IZU 26】
日本語では，人間の一部の「頭がつかえる」という状況を述べているが，英訳では，
状況とともに，「人は快適にまっすぐに座ることが出来ない」　つまり，状況の中の
人間の不可能な動作を叙述していることから，couldの否定が用いられている．
5.3　名詞表現の中のcan / could
日本語の名詞の意味を英語では動詞を用いて翻訳する場合にcan / couldが現れる
場合である．
（41） 「だって，ここにはお師匠さんがないんですもの．　しかたがないわ」
 【雪国62】
－ 38－ － 39－
 “I have to.  There’s no one here who can teach me.”  【SC 69】
 「お師匠さん」を教えることができる人と表現している．
（42） 「汽車がたびたび不通だったらしいね」　【雪国 87】
 “I understand there were times when the trains couldn’t get through.” 
【SC 99】
 「不通だった」が“couldn’t get through”（列車が通過することができなか
った）と訳されている．
5.4　視点の違い
（43） ．．．つれて帰った男のなにかである駒子のところへ，朝になって着替えを
持って来るのは，どういう思いであろうか．
 島村が彼らしく遠い空想をしていると，【雪国 61】
 ─how would she feel coming to an inn with a change of kimono for 
Komako, who was something, Shimamura could not know what, to the 
man Yoko had come home with?
     Shimamura found himself off in his usual distant fantasies.  【SC 68】
英訳で補足されている「島村には分からなかった（Shimamura could not know 
what）」という箇所でcouldが用いられている．　原文では，語り手の視点と島村の
視点は一致しているため，「つれて帰った男のなにかである（駒子）」という判断は，
島村の自身の内的独白となっているので原文では，それが島村の判断であるという
ことは言葉では現れない．　英訳では，語り手の視点から島村の思考内容（「分から
ない」ということ）について叙述されているために，Shimamuraが明示されて，島
村ができないということが述べられるのでcan / couldが現れる．
6．まとめ　今回の調査であきらかになったこと
原文に「可能」や「可能性」の意味がない場合に，英訳でcan / couldが用いられ
るのは次のような場合である．
1. 日本語では，主語が１人称であることを暗示する認識・信念様態の動詞が用
いられている場合，すなわち，主観述語が用いられている場合，　英語では，
命題にモダリティ表現を付加する必要があり，can / couldが現われる．
2. 日本語の特徴である「ある」・「なる」言語の表現が，英語では行為者や探索
者の意図的行為として表現され，その行為の可能性を述べる場合にcan / 
couldが現われる．
3. 日本語の一人称の意志表現が，英訳では推量や可能性のcan / couldに変更
される場合があり，日本語の一人称の意志・意図を英語では可能性や能力と
捉える傾向がある．
4. 日本語の主観的判断文「～するのがよい」が，英語では，話者が文の主語の
状況的（不）可能性を述べる文になるときcan / couldが用いられる．
5. 高コンテクスト言語ではある日本語では，省略される部分が多くあり，英訳
で補足される箇所でcan / couldのモダリティが現れる．　日本語には言外に
存在する隠れたモダリティがある．
6. 日本語にないcan / couldのモダリティが現れるその他の場合として，日本語
が結果状態を述べている場合に英訳ではその状態の中にいる人の可能な行為
として捉えなおす場合や日本語の名詞表現が英語では主語や動詞を用いて表
現される場合，さらに語り手の視点と登場人物の視点に違いがある場合であ
る．
2.3節では，付随的に，「言う」ことの言語化の焦点のズレにも言及した．
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